
ＮＰＯ法人 食生態学実践フォーラム 総会研修会 

 

「料理選択型栄養・食教育」 

主教材「主食・主菜・副菜を組み合わせる」・ 

「3・1・2 弁当箱法」による食事法の原点を確認し 

直近する食の課題解決にどう活かすか 
 

基調講演：料理選択型栄養・食教育、主教材「食事の核料理（主食・主菜・副菜）の組みあわせ」・
「3・1・2弁当箱法」による食事法の研究・理論・実践の環-1970年代からの振り返
りをし、現在の課題解決にどう活かすか 

講 演 者：足立己幸（NPO 法人 食生態学実践フォーラム理事長・女子栄養大学名誉教授・名古屋学芸大学名誉教授） 
 

活動現場からの課題提起：直近の栄養・食課題への挑戦 
○子どもや高齢者の「拠りどころ」の食支援で：針谷順子（社会福祉法人健友会地域事業部長） 

○子どもを主体に栄養・食専攻の大学生・大学院生と地域ボランティアとつながる「3・1・2キャラバ

ン」から：平本福子（宮城学院女子大学教授） 

○多様な臨床現場の食支援で：塚原丘美（名古屋学芸大学教授） 

○市販弁当や食堂等食環境からのアプローチを含む行政の現場で：清野富久江（厚生労働省健康局健康

課栄養指導室長） 

 
討 論：直近する課題解決のために、何が必要か？ 
 

●日 時： 2018 年 6 月 3日（日） 14：00～17：00 

●会 場： 日本女子大学 新泉山館 （総会・研修会会場案内参照） 

 

昨年度総会研修会では「貧困格差や健康格差の拡大とこれらの複合的な連鎖が進む中だからこそ、一人ひとりの「食の

自立力」形成と適切な専門支援が重要であることを考え合い、討論しました。「食生態学―実践と研究」11 号は討論の基

本的スタンス「寄り添う・寄り添い合う」に焦点を当てて、掘り下げました。この過程で浮き彫りになったことの一つは“学

習者と支援者が共有できる教材”の重要性です。 

そこで今年の研修会では、だれでも理解し、実践し、共有できる教材として開発してきた「料理選択型栄養・食教育」の主

教材を取り上げました。これは今、全国で、食物選択の行動目標や評価指標に使われるようになったので、開発の本

家・本元である私たち NPO のメンバーが、開発の原点に戻って、正しい理解、それぞれのゴールに向かっての適切な展

開、そして自分たちの専門性や個性を発揮しあってすすめる活動の輪をどうすすめるかを考えあう研修会を計画しまし

た。それぞれの課題を持ち寄って活発の議論ができることを期待します。 

 

※なお、参加の方は「食生態学―実践と研究」第 11 号を熟読の上、本誌をご持参ください。 

また、基調講演の資料として、“足立己幸.「料理選択型栄養・食教育」、主教材「食事の核料理（主食・主菜・副菜）を組み合わせる」・「3・1・

2 弁当箱法」による食事法：1970年代からの食生態学研究・理論・実践の環を振り返り、現在の栄養・食問題解決を問う”（4 月 30日以降、

https://www.nuas.ac.jp/IHN/report/index.html でダウンロード可）も熟読・ご持参ください。 

 

【参 加 費】 会員・無料、非会員 2,000 円 、学生非会員 500 円（授業等で参加の場合はご相談ください） 

【申込方法】 下記、申込用紙にご記入のうえ、メール又は FAX でお申し込みください。 

 

＜主催＞ NPO 法人 食生態学実践フォーラム 

〒169-0075 東京都新宿区高田馬場 4-16-10 コーポ小野 202 

Tel＆Fax：03-5925-3780   E-mail：forum0314@angel.ocn.ne.jp 

mailto:forum0314@angel.ocn.ne.jp


ＮＰＯ法人 食生態学実践フォーラム 研修会 

 

 

 

総会・研修会会場案内 
 

 

 

【会場】日本女子大学 新泉山館 

 

【住所】東京都文京区目白台 2-8-1 

 

【交通】 
●JR山手線目白駅から 

徒歩 約 15 分 

バス 約 5分、「日本女子大前」下車  ※バス停の場所（下記地図参照） 

目白駅前：日本女子大学前行（直行）（学 05）、乗り場② 

新宿駅西口：椿山荘行き都バス（白 61）、乗り場①、③ 

 

    ●東京メトロ有楽町線護国寺駅（4番出口）から 

徒歩約 10分 

 

●東京メトロ副都心線雑司が谷駅（3番出口）から 

徒歩約 10分 

 

 

 

        

  



 

ＮＰＯ法人 食生態学実践フォーラム研修会申込書 

 

 

 
 

申込み締めきり 5/21（月） 

 

６月３日（日） NPO 法人 食生態学実践フォーラム研修会 
 

    料理選択型栄養・食教育、その主教材「主食・主菜・副菜を組みあわせる」と「３・１・２弁当箱法」

による食事法の原点を確認し、直近する食の課題解決にどう活用するか 

 

□ ６/３・NPO 法人 食生態学実践フォーラム研修会（14：00～17：30）に出席します。 

 

□賛助会員   □法人賛助会員   □学生会員   □非会員   □学生非会員 

 

□氏 名（フリガナ） 

 

 

□連絡先住所  

〒 

 

 

□TEL 

 

□FAX 

 

□E-mail 

 

□NPO法人食生態学実践フォーラムや今回のシンポジウムへの質問やご希望等があればお書きください。 

 

 

 

 

 

□NPO法人 食生態学実践フォーラム）のホームページ をご覧いただいていますか？ 

また、「『子ども食堂』食のＱ&Ａ」のページがあるのをご存じですか？ 

 

 

 

 

 

 

NPO 法人 食生態学実践フォーラム 

Fax：03-5925-3780 


